
(57)【要約】

【課題】　病変部に対して粘膜下層剥離処置具を所定の

角度で当接または挿入する際、術者の技量に左右される

ことなく簡便な方法で当接または挿入する。

【解決手段】　管腔器官に挿入される挿入部３を有する

内視鏡５と、挿入部に形成されたチャンネル２に挿入さ

れ、先端が管腔器官の粘膜下層に挿入されて管腔器官の

病変部を切除する粘膜下層剥離処置具とを備える。内視

鏡には、チャンネルの先端側開口部に配置された鉗子台

１２を粘膜下層剥離処置具に押し当てることによって、

チャンネルの先端側開口部から突出する粘膜下層剥離処

置具の先端部の向きを、内視鏡画面上で視野の上方向へ

変える鉗子起上手段１５が備えられている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 腔 器 官 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 と 、
　 前 記 挿 入 部 に 形 成 さ れ た チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ 、 先 端 が 前 記 管 腔 器 官 の 粘 膜 下 層 に 挿 入
さ れ て 前 記 管 腔 器 官 の 病 変 部 を 切 除 す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 と を 備 え 、
　 前 記 内 視 鏡 に は 、 前 記 チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 に 配 置 さ れ た 鉗 子 台 を 前 記 粘 膜 下 層 剥
離 処 置 具 に 押 し 当 て る こ と に よ っ て 、 前 記 チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 か ら 突 出 す る 前 記 粘
膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 え る 鉗 子 起 上 手 段
が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 内 視 鏡 に 前 記 チ ャ ン ネ ル が た だ 一 つ だ け 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 内 視 鏡 に チ ャ ン ネ ル が 複 数 形 成 さ れ 、 そ れ ら 複 数 の チ ャ ン ネ ル の 少 な く と も 一 つ に
前 記 鉗 子 起 上 手 段 が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の チ ャ ン ネ ル が 、 前 記 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 下 方 向 へ 位 置 を ず ら し て 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 鉗 子 起 上 手 段 が 、 前 記 鉗 子 台 と 、 前 記 鉗 子 台 を 回 転 操 作 す る 鉗 子 台 操 作 部 と 、 前 記
鉗 子 台 操 作 部 と 前 記 鉗 子 台 と を 接 続 す る 操 作 ワ イ ヤ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～
４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 が 挿 入 さ れ る チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 に 配 置 さ れ た 鉗 子 台 を 、 前
記 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 に 押 し 当 て る こ と に よ っ て 、 前 記 チ ャ ン ネ ル か ら 前 方 へ 突 出 す る 前
記 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 え る 鉗 子 起 上
手 段 が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 消 化 管 の 病 変 部 を 内 視 鏡 的 に 切 除 す る た め の 内 視 鏡 シ ス テ ム 及 び 内 視 鏡 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 消 化 管 病 変 の 一 般 的 治 療 法 と し て 、 内 視 鏡 的 に 病 変 を 切 除 す る 内 視 鏡 的 粘 膜 切 除 術 （ Ｅ
Ｍ Ｒ ： Endoscopic Mucosal Resection） が あ る 。
　 そ の 中 で も 「 切 開 ・ 剥 離 法 」 と し て 、 高 周 波 メ ス 等 の 高 周 波 切 開 具 を 用 い 病 変 部 の 外 側
の 正 常 粘 膜 を 全 周 切 開 し 、 そ の 後 、 粘 膜 下 層 を 剥 離 し て 切 除 す る 方 法 が 紹 介 さ れ て い る （
例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
　 な お 、 こ の よ う な 高 周 波 メ ス の 他 の 形 態 と し て 、 別 の 治 療 に 使 用 す る も の が 提 案 さ れ て
い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 小 野 裕 之 、 他 ３ 名 、 「 早 期 癌 に 対 す る Ｉ Ｔ ナ イ フ を 用 い た Ｅ Ｍ Ｒ の コ ツ
」 、 消 化 器 内 視 鏡 、 消 化 器 内 視 鏡 編 集 委 員 会 、 株 式 会 社 東 京 医 学 社 、 ２ ０ ０ ２ 年 １ １ 月 、
第 １ ４ 巻 、 第 １ １ 号 、 ｐ １ ７ ３ ７ － １ ７ ４ ０
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ２ ０ ０ １ ／ ０ ０ ４ ９ ４ ９ ７ Ａ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 内 視 鏡 シ ス テ ム で 「 切 開 ・ 剥 離 法 」 を 行 っ て 切 開 ・ 剥 離 を
行 う 際 、 粘 膜 下 層 に は 多 数 の 血 管 が 走 行 し て い る た め 、 こ れ ら の 血 管 近 傍 で は 高 周 波 メ ス
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に 高 周 波 を 供 給 す る 高 周 波 焼 灼 電 源 装 置 の 出 力 設 定 を 随 時 変 え て 行 う 等 の 特 別 な 配 慮 が 必
要 と な り 、 手 技 時 間 が 長 く な っ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
　 　 ま た 、 高 周 波 メ ス に よ る 切 開 ・ 剥 離 は 、 切 開 対 象 部 分 へ の 高 周 波 エ ネ ル ギ ー に よ る 熱
損 傷 を 防 止 し な が ら 、 適 度 な 切 れ 味 を 実 現 さ せ る た め 、 ナ イ フ の 当 て る 強 さ ・ 角 度 、 ナ イ
フ を 移 動 す る ス ピ ー ド 等 を 適 切 に コ ン ト ロ ー ル す る 必 要 が あ り 、 手 技 が 難 し い と い う 問 題
が あ る 。 ま た 、 高 周 波 メ ス や 剥 離 バ ル ー ン 等 の 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 を 粘 膜 下 層 に 挿 入 す る
際 に も 、 所 定 深 さ 以 上 に 挿 入 し な い よ う 充 分 に 留 意 し な け れ ば な ら な い と い う 問 題 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 病 変 部 に 対 し て 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 を
所 定 の 角 度 で 当 接 ま た は 挿 入 す る 際 、 術 者 の 技 量 に 左 右 さ れ る こ と な く 簡 便 な 方 法 で 当 接
等 す る こ と が で き る 内 視 鏡 シ ス テ ム 及 び 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 管 腔 器 官 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 と 、 前 記
挿 入 部 に 形 成 さ れ た チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ て 、 先 端 が 前 記 管 腔 器 官 の 粘 膜 下 層 に 挿 入 さ れ
て 前 記 管 腔 器 官 の 病 変 部 を 切 除 す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 と を 備 え 、 前 記 内 視 鏡 に は 、 前 記
チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 に 配 置 さ れ た 鉗 子 台 を 前 記 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 に 押 し 当 て る こ
と に よ っ て 、 前 記 チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 か ら 突 出 す る 前 記 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端
部 の 向 き を 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 え る 鉗 子 起 上 手 段 が 備 え ら れ て い る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 し た 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 が チ ャ ン ネ ル の 先
端 側 開 口 部 か ら 突 出 す る 際 に 、 鉗 子 起 上 手 段 を 操 作 し て 、 鉗 子 台 を 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 に
押 し 当 て る 。 こ れ に よ っ て 、 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き
が 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 わ る 。 つ ま り 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 は 、 鉗
子 起 上 手 段 に よ っ て 強 制 的 に 突 出 角 度 を 変 え ら れ る 。
　 こ の た め 、 内 視 鏡 挿 入 部 が 管 腔 器 官 の 粘 膜 表 面 に 対 し 所 定 の 角 度 を 有 す る よ う に 配 置 さ
れ 、 こ の 状 態 で 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 か ら 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 が 突 出 さ れ る 場 合 で も 、 粘 膜
下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 を 、 管 腔 器 官 の 粘 膜 表 面 （ あ る い は 下 側 の 固 有 筋 層 ） に 平 行 と な
る 状 態 で 、 粘 膜 下 層 内 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 に 特 別 な
機 構 を 設 け る こ と な く 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 が 粘 膜 下 層 内 に 所 定 深 さ 以 上 挿 入 さ れ る の を
未 然 に 防 止 で き る 。
　 な お 、 粘 膜 剥 離 処 置 具 と し て は 、 剥 離 バ ル ー ン の 他 、 高 周 波 メ ス 等 他 の 処 置 具 も 種 々 利
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 前 記 内 視 鏡 に チ ャ ン ネ ル が た だ 一 つ だ け 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 チ ャ ン ネ ル が た だ 一 つ し か 形 成 さ れ て お ら ず 、 そ の 分 、 内 視
鏡 の 挿 入 部 径 を 細 く す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 挿 入 部 の 体 内 へ の 挿 入 性 が 良 好 と な る
と と も に 、 挿 入 部 と 管 腔 器 官 の 粘 膜 と 間 隔 を 広 く と る こ と が で き 、 も っ て 内 視 鏡 の ア ン グ
ル 操 作 や 回 転 操 作 等 の 諸 操 作 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 前 記 内 視 鏡 に チ ャ ン ネ ル が 複 数 形 成 さ れ 、 そ
れ ら 複 数 の チ ャ ン ネ ル の 少 な く と も 一 つ に 、 前 記 鉗 子 起 上 手 段 が 備 え ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 。
　 　 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 鉗 子 起 上 手 段 が 備 え ら れ た チ ャ ン ネ ル を 、 粘 膜 下 層 剥 離 処
置 具 挿 入 用 と し て 利 用 す る こ と が で き る と 同 時 に 、 他 の チ ャ ン ネ ル を 把 持 鉗 子 や 局 注 針 等
の 他 の 処 置 具 挿 入 用 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 内 視 鏡 下 で 、 粘 膜 下 層 剥 離 処
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置 具 と 他 の 処 置 具 と を 同 時 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 複 数 の チ ャ ン ネ ル が 、 前 記 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野
の 上 下 方 向 へ 位 置 を ず ら し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 鉗 子 起 上 手 段 が 設 け ら れ た チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す る 粘 膜 下 層
剥 離 処 置 具 は 、 鉗 子 台 に 押 し 当 て ら れ る こ と に よ っ て 途 中 屈 曲 状 態 で 突 出 さ れ る が 、 他 の
チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す る 処 置 具 は チ ャ ン ネ ル の 軸 線 延 長 上 に 突 出 さ れ る 。 こ の た め 、 他 の
チ ャ ン ネ ル に 例 え ば 把 持 鉗 子 を 挿 入 す る 場 合 、 こ の 把 持 鉗 子 に よ る 把 持 位 置 の 近 傍 に 、 鉗
子 起 上 手 段 が 設 け ら れ た チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 を 近 づ け る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 前 記 鉗 子 起 上 手 段 が 、 前 記 鉗 子 台 と 、 前 記 鉗 子
台 を 回 転 操 作 す る 鉗 子 台 操 作 部 と 、 前 記 鉗 子 台 操 作 部 と 前 記 鉗 子 台 と を 接 続 す る 操 作 ワ イ
ヤ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 鉗 子 台 操 作 部 を 回 転 操 作 す る 際 、 そ の 回 転 力 が 操 作 ワ イ ヤ を
通 し て 鉗 子 台 に 伝 わ る 。 こ の た め 、 鉗 子 台 は 、 鉗 子 台 操 作 部 の 回 転 操 作 に 対 応 し て 角 度 調
整 さ れ る 。 こ の 鉗 子 台 の 回 転 角 度 に 応 じ て 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 へ の 押 し 当 て 力 を 変 え る
こ と が で き 、 も っ て 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 自 由 に 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 は 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 が 挿 入 さ れ る チ ャ ン ネ ル の 先 端 側
開 口 部 に 配 置 さ れ た 鉗 子 台 を 、 前 記 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 に 押 し 当 て る こ と に よ っ て 、 前 記
チ ャ ン ネ ル か ら 前 方 へ 突 出 す る 前 記 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 、 内 視 鏡 画 面 上
で 視 野 の ア ッ プ 方 向 へ 変 え る 鉗 子 起 上 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 で は 、 チ ャ ン ネ ル に 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 を 挿 入 し た 状 態 で 、 鉗 子 起 上 手 段 を
操 作 し て 、 鉗 子 台 を 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 に 押 し 当 て る こ と に よ っ て 、 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出
す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 え る こ と が
で き る 。 こ の た め 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 に 特 別 な 機 構 を 設 け る こ と な く 、 同 粘 膜 下 層 剥 離
処 置 具 が 粘 膜 下 層 内 に 所 定 深 さ 以 上 挿 入 さ れ る の を 未 然 に 防 止 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 　 本 発 明 に よ れ ば 、 鉗 子 起 上 手 段 を 操 作 し て 、 鉗 子 台 を 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 に 押 し 当 て
る こ と に よ っ て 、 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 変 え る こ
と が で き 、 複 雑 な 手 技 を 要 さ ず に 粘 膜 下 層 処 置 具 を 粘 膜 下 層 内 に 確 実 に 挿 入 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 １ ６ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 内 部 に チ ャ ン ネ ル ２ が 配 置
さ れ て 図 示 し な い 管 腔 器 官 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ３ を 有 す る 内 視 鏡 ５ と 、 可 撓 性 を 有 し 、 挿
入 部 ３ の チ ャ ン ネ ル ２ に 挿 入 さ れ て 、 こ の チ ャ ン ネ ル ２ か ら 突 出 す る 先 端 が 、 管 腔 器 官 の
粘 膜 下 層 に 挿 入 さ れ て 管 腔 器 官 の 病 変 部 下 の 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る 剥 離 バ ル ー ン （ 粘 膜 下 層
剥 離 処 置 具 ） ６ と を 備 え て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 視 鏡 ５ は 、 チ ャ ン ネ ル ２ の 先 端 側 開 口 が 前 方 へ 向 く 、 い わ ゆ る 直 視 タ イ プ の も の で あ
る 。 ま た 、 内 視 鏡 ５ は 、 挿 入 部 ３ の 先 端 側 の 湾 曲 操 作 を 行 う 操 作 部 １ ０ を 内 視 鏡 基 端 部 に
備 え て お り 、 内 視 鏡 基 端 部 に は 鉗 子 口 １ １ が 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 内 視 鏡 ５ は 、 チ ャ
ン ネ ル ２ の 先 端 側 開 口 部 に 配 置 さ れ た 鉗 子 台 １ ２ を 、 チ ャ ン ネ ル ２ に 挿 入 さ れ た 剥 離 バ ル
ー ン ６ に 押 し 当 て る こ と に よ っ て 、 チ ャ ン ネ ル ２ の 先 端 側 開 口 部 ２ ａ か ら 前 方 へ 突 出 す る
剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 の 向 き を 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 え る 鉗 子 起 上 手 段 １
５ を 備 え る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ は 、 チ ャ ン ネ ル ２ の 開 口 側 端 部 に 回 転 可 能 に 配 置 さ れ た 前 記 鉗 子 台 １
２ と 、 鉗 子 台 １ ２ の 回 転 操 作 を 行 う 鉗 子 台 操 作 部 １ ６ と 、 鉗 子 台 １ ２ と 鉗 子 台 操 作 部 １ ６
と を 接 続 す る 操 作 ワ イ ヤ １ ７ と か ら な っ て い る 。 鉗 子 台 操 作 部 １ ６ が 所 定 方 向 へ 回 転 操 作
さ れ る と 、 そ の 操 作 力 が 前 記 操 作 ワ イ ヤ １ ７ を 介 し て 鉗 子 台 １ ２ に 伝 わ り 、 鉗 子 台 １ ２ の
先 端 側 が チ ャ ン ネ ル ２ の 中 央 側 へ 進 出 し 、 ま た 、 鉗 子 台 操 作 部 １ ６ が 逆 方 向 へ 回 転 操 作 さ
れ る と 、 操 作 ワ イ ヤ １ ７ を 介 し て 鉗 子 台 １ ２ の 先 端 側 が チ ャ ン ネ ル ２ の 内 周 面 へ 近 づ く よ
う に 操 作 さ れ る （ 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 内 視 鏡 ５ の 挿 入 部 の 端 面 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 １ ８ は 対 物 レ ン ズ 、 １ ９ は
右 側 ラ イ ト ガ イ ド （ 左 右 は 、 内 視 鏡 画 面 を 基 準 と す る ） 、 ２ ０ は 左 側 ラ イ ト ガ イ ド 、 ２ １
は 対 物 レ ン ズ を 洗 浄 す る 洗 浄 液 を 吐 出 さ せ る た め の 洗 浄 液 ノ ズ ル で あ る 。 な お 、 こ の 図 に
お い て 、 Ａ は 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 に 対 応 し 、 Ｂ は 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 下 方 向 に
対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 剥 離 バ ル ー ン ６ は 、 消 化 管 の 病 変 部 を 内 視 鏡 的 に 切 除 す る た め に 粘 膜 下 層 内 に 先 端 部 が
挿 入 さ れ て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る も の で あ っ て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 図 示 し な い 管 路 が 軸 方
向 に 延 び て 設 け ら れ 基 端 側 に 管 路 と 連 通 さ れ た 注 入 口 ２ ３ が 設 け ら れ た 処 置 具 本 体 ２ ２ と
、 管 路 と 連 通 し た 状 態 で 処 置 具 本 体 ２ ２ の 先 端 側 の 外 周 に 配 設 さ れ 、 注 入 口 ２ ３ か ら 管 路
内 に 供 給 さ れ た 気 体 ま た は 液 体 に よ っ て 膨 張 す る バ ル ー ン ２ ４ を 備 え て い る 。
　 な お 、 処 置 具 本 体 ２ ２ に 配 設 さ れ た 管 路 の 先 端 は 図 示 し な い 封 止 部 材 に よ っ て 封 止 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 処 置 具 本 体 ２ ２ の 先 端 部 ２ ２ ａ は 、 先 端 に 向 か っ て 漸 次 外 径 が 縮 小 さ れ た 形 状 に 形 成 さ
れ て い る 。 バ ル ー ン ２ ４ よ り も 基 端 側 の 処 置 具 本 体 ２ ２ の 外 周 に は 、 複 数 の 目 印 が 所 定 の
間 隔 で 等 間 隔 に 配 置 さ れ て 処 置 具 本 体 ２ ２ の 先 端 部 ２ ２ ａ の 挿 入 量 を 示 す 指 標 部 ２ ６ が 配
設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 処 置 具 本 体 ２ ２ に は 、 高 周 波 メ ス ２ ５ を 貫 通 可 能 な 図 示 し な い 挿 通 路 が 管 路 に 沿 っ て 配
さ れ て い る 。
　 高 周 波 メ ス ２ ５ は 、 管 状 に 形 成 さ れ た 操 作 管 ２ ７ と 、 操 作 管 ２ ７ 内 を 進 退 可 能 に 配 さ れ
針 状 に 形 成 さ れ た 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ と 、 操 作 管 ２ ７ の 基 端 に 接 続 さ れ た ナ イ フ 操 作 部 ２ ９
と を 備 え て い る 。
　 ナ イ フ 操 作 部 ２ ９ は 、 ナ イ フ 操 作 部 本 体 ３ １ と 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ の 基 端 に 図 示 し な い
接 続 ワ イ ヤ を 介 し て 接 続 さ れ 、 ナ イ フ 操 作 部 本 体 ３ １ に 対 し て 進 退 可 能 な ス ラ イ ド 部 ３ ２
と を 備 え て い る 。 ス ラ イ ド 部 ３ ２ に は 、 図 示 し な い 高 周 波 電 源 と 接 続 可 能 な 接 続 部 ３ ３ が
配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ に よ る 手 技 、 及 び 作 用 ・ 効 果 に つ い て 、 図 ５
～ 図 １ ６ を 参 照 し な が ら 、 以 下 に 説 明 す る 。
　 内 視 鏡 シ ス テ ム １ に よ る 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め の 方 法 は 、 粘 膜 下 局 注 針 ８ を 用 い て 粘
膜 下 層 ４ ０ に 液 体 を 注 入 し て 消 化 管 の 病 変 部 ４ １ を 膨 隆 さ せ る 膨 隆 ス テ ッ プ と 、 膨 隆 し た
病 変 部 ４ １ の 周 り の 粘 膜 ４ ２ に 高 周 波 メ ス ２ ５ を 用 い て 孔 ４ ３ を 開 け る 孔 開 け ス テ ッ プ と
、 処 置 具 本 体 ２ ２ の 先 端 部 ２ ２ ａ を 孔 ４ ３ に 挿 入 す る 挿 入 ス テ ッ プ と 、 処 置 具 本 体 の 先 端
部 ２ ２ ａ が 粘 膜 ４ ２ 表 面 （ 正 確 に は 、 粘 膜 下 層 の 下 側 の 固 有 筋 層 ４ ４ ） に 対 し て 略 平 行 と
な る よ う に 角 度 調 整 す る 角 度 調 整 ス テ ッ プ と 、 処 置 具 本 体 ２ ２ の 先 端 部 ２ ２ ａ が 粘 膜 下 層
４ ０ の 剥 離 位 置 に 来 る よ う に 、 処 置 具 本 体 の 先 端 の 挿 入 長 さ を 指 標 部 ２ ６ を 視 認 し な が ら
調 整 す る 長 さ 調 整 ス テ ッ プ と 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の バ ル ー ン ２ ４ に 気 体 又 は 液 体 を 供 給 し て
膨 張 さ せ 、 粘 膜 下 層 ４ ０ を 剥 離 す る 剥 離 ス テ ッ プ と 、 高 周 波 メ ス ２ ５ を 用 い て 孔 ４ ３ の 周
囲 の 粘 膜 ４ ２ お よ び 粘 膜 下 層 ４ ０ を 切 開 す る 切 開 ス テ ッ プ と 、 剥 離 し た 病 変 部 ４ １ を 分 離
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す る 分 離 ス テ ッ プ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 内 視 鏡 シ ス テ ム １ に よ る 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 膨 隆 ス テ
ッ プ に て 病 変 部 ４ １ に 人 工 的 な 隆 起 を つ く る 。 す な わ ち 、 粘 膜 下 局 注 針 ８ を 鉗 子 口 １ １ か
ら チ ャ ン ネ ル ２ に 挿 入 し た 内 視 鏡 ５ の 挿 入 部 ３ を 、 病 変 部 ４ １ 位 置 に 接 近 さ せ た 後 、 粘 膜
下 局 注 針 ８ か ら 針 体 ８ ａ を 突 出 さ せ 、 そ の 先 端 を 粘 膜 ４ ２ か ら 粘 膜 下 層 ４ ０ 内 へ 穿 刺 す る
。 そ し て 、 こ の 穿 刺 し た 針 体 ８ ａ か ら 生 理 食 塩 水 等 の 局 注 液 を 注 入 す る 。 こ の 際 、 粘 膜 下
層 ４ ０ 内 に 局 注 液 を 注 入 し て 病 変 部 ４ １ に 人 工 的 な 隆 起 を つ く る 。
　 　 膨 隆 後 、 針 体 ８ ａ を 粘 膜 下 局 注 針 ８ 内 に 没 入 さ せ て 、 チ ャ ン ネ ル ２ か ら 抜 去 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 　 次 に 、 図 ６ に 示 す 孔 開 け ス テ ッ プ に 移 行 す る 。
　 　 孔 開 け ス テ ッ プ で は 、 ま ず 、 剥 離 バ ル ー ン ６ を 鉗 子 口 １ １ か ら チ ャ ン ネ ル ２ に 挿 入 し
、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 ２ ２ ａ を チ ャ ン ネ ル ２ の 先 端 か ら 突 出 さ せ 、 ナ イ フ 操 作 部 本 体
３ １ に 対 し て ス ラ イ ド 部 ３ ２ を 先 端 側 に 移 動 し て 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ を 処 置 具 本 体 の 先 端
部 ２ ２ ａ か ら 突 出 さ せ る 。 こ の 状 態 で 高 周 波 接 続 部 ３ ３ に 図 示 し な い ケ ー ブ ル を 介 し て 接
続 さ れ た 高 周 波 電 源 か ら 高 周 波 を 供 給 す る と と も に 、 ナ イ フ 操 作 部 本 体 ３ １ に 対 し て ス ラ
イ ド 部 ３ ２ を ス ラ イ ド 操 作 し 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ を 前 進 さ せ な が ら 粘 膜 ４ ２ に 孔 ４ ３ を 開
け る 。
　 　 孔 ４ ３ を 開 け た 後 は 、 高 周 波 の 供 給 を 停 止 し 、 ス ラ イ ド 部 ３ ２ を 基 端 側 に 移 動 し て 高
周 波 ナ イ フ ２ ８ を 処 置 具 本 体 ２ ２ 内 に 収 納 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 粘 膜 下 層 ４ ０ に 到 達 す る 深 さ の 孔 ４ ３ を 開 け た 状 態 で 、 図 ７ に 示 す 挿 入 ス テ ッ プ に 移
行 し て 、 処 置 具 本 体 ２ ２ の 先 端 部 ２ ２ ａ を 孔 ４ ３ に 挿 入 す る 。
　 そ し て 、 図 ８ に 示 す 角 度 調 整 ス テ ッ プ に 移 行 す る 。 挿 入 ス テ ッ プ に お け る 剥 離 バ ル ー ン
６ の 先 端 部 ２ ２ ａ は 、 通 常 、 管 腔 器 官 の 粘 膜 下 層 ４ ０ （ 正 確 に は 膨 隆 す る 前 の 粘 膜 ４ ２ ）
に 対 し て 所 定 範 囲 の 角 度 を も っ て 配 置 さ れ る が 、 粘 膜 下 層 ４ ０ を 剥 離 さ せ る た め に 粘 膜 下
層 ４ ０ の 内 部 ま で 挿 入 す る 場 合 に は 、 先 端 部 ２ ２ ａ が 固 有 筋 層 ４ ４ に 到 達 し て し ま わ な い
よ う 、 下 側 の 固 有 筋 層 ４ ４ と 略 平 行 に な る よ う に 所 定 の 挿 入 角 度 で 挿 入 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ こ で 、 内 視 鏡 ５ の 挿 入 部 ３ の 先 端 を 、 膨 隆 さ せ た 病 変 部 ４ １ の す そ の 部 分 に 位 置 さ せ
る と と も に 、 鉗 子 台 操 作 部 １ ６ を 操 作 し 、 操 作 ワ イ ヤ １ ７ を 介 し て 鉗 子 台 １ ２ を 回 転 さ せ
て 起 上 さ せ る 。 そ し て 、 こ の 起 上 さ せ た 鉗 子 台 １ ２ の 先 端 を 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 ２
２ ａ に 押 し 当 て る こ と に よ り 、 チ ャ ン ネ ル ２ か ら 突 出 す る 先 端 部 ２ ２ ａ の 角 度 を 調 整 す る
。 具 体 的 に は 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 ２ ２ ａ が 、 固 有 筋 層 ４ ４ と 略 平 行 に な る よ う に 、
剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 ２ ２ ａ の 粘 膜 下 層 ４ ０ へ の 挿 入 角 度 を 調 整 す る 。
　 こ の と き 、 チ ャ ン ネ ル ２ か ら 突 出 す る 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 ２ ２ ａ の 向 き が 、 内 視 鏡
画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 え ら れ る の で 、 内 視 鏡 画 面 上 に お い て は 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先
端 の 屈 曲 角 度 を 斜 め か ら 観 察 す る こ と と な り （ 図 ３ 中 矢 印 Ｃ 参 照 ） 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先
端 部 の 粘 膜 下 層 ４ ０ へ の 挿 入 角 度 を 明 確 に 把 握 す る こ と が で き る 。 　
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ち な み に 、 チ ャ ン ネ ル ２ か ら 突 出 す る 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 の 向 き が 、 内 視 鏡 画 面 上 で
視 野 の 上 方 向 で は な く 、 内 視 鏡 挿 入 部 ３ の 半 径 方 向 へ 向 き を 変 え ら れ る 場 合 に は 、 内 視 鏡
画 面 上 に お い て 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 の 屈 曲 部 分 を 同 屈 曲 方 向 に 沿 っ た 面 か ら 観 察 す る
こ と と な り 、 屈 曲 角 度 を 把 握 す る こ と が 非 常 に 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 挿 入 ス テ ッ プ の 後 に 角 度 調 整 ス テ ッ プ へ 移 行 し た が 、 先 に 、 角 度 調 整
ス テ ッ プ を 行 い 、 そ の 後 挿 入 ス テ ッ プ へ 移 行 し て も 良 く 、 あ る い は 、 挿 入 ス テ ッ プ と 角 度
調 整 ス テ ッ プ と を 同 時 に 並 行 し て 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ を 介 し て 剥 離 バ ル ー ン ６ の 挿 入 角 度 を 所 望 の 角 度 と し た 後
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、 図 ９ に 示 す 長 さ 調 整 ス テ ッ プ に 移 行 し て 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 を 、 固 有 筋 層 ４ ４ に 略
平 行 に 保 っ た ま ま 、 指 標 部 ２ ６ を 目 安 に し な が ら 粘 膜 下 層 ４ ０ 内 に 推 し 進 め て 、 所 定 の 位
置 ま で 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 所 定 位 置 へ の 挿 入 後 、 図 １ ０ に 示 す 剥 離 ス テ ッ プ に 移 行 す る 。
　 ま ず 、 注 入 口 ２ ３ か ら 気 体 ま た は 液 体 を 処 置 具 本 体 ２ ２ の 図 示 し な い 管 路 内 に 導 入 す る
。 こ の と き 管 路 の 先 端 が 封 止 部 材 で 封 止 さ れ て い る た め 、 管 路 内 の 圧 力 が 上 昇 し て 気 体 又
は 液 体 が バ ル ー ン ２ ４ 内 に 導 入 さ れ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン ２ ４ が 膨 張 し て 粘 膜
下 層 ４ ０ が 周 囲 に 圧 迫 さ れ て 剥 離 さ れ る 。
　 次 い で 、 気 体 又 は 液 体 の 流 入 を 止 め て 気 体 又 は 液 体 の 注 入 口 ２ ３ か ら 放 出 さ せ て バ ル ー
ン ２ ４ を 収 縮 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 粘 膜 ４ ２ の 表 面 か ら 所 望 の 深 さ ま で 粘 膜 下 層 ４ ０ が 剥
離 し て 、 図 １ １ に 示 す 第 １ の 空 洞 部 ４ ５ ａ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 続 い て 、 図 １ ２ に 示 す 切 開 ス テ ッ プ に 移 行 す る 。
　 剥 離 バ ル ー ン ６ を 孔 ４ ３ の 外 に 引 き 戻 し 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ を 処 置 具 本 体 の 先 端 部 ２ ２
ａ か ら 突 出 さ せ て 第 １ の 空 洞 部 ４ ５ ａ に 挿 入 す る 。 こ の 状 態 で 高 周 波 電 源 か ら 高 周 波 を 供
給 し な が ら 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ を 孔 ４ ３ か ら 病 変 部 ４ １ の 周 囲 に 沿 っ
て 移 動 さ せ 、 孔 ４ ３ の 周 囲 の 粘 膜 ４ ２ を 切 開 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 あ る 程 度 の 長 さ 切 開 後 、 高 周 波 の 供 給 を 止 め て 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ を 処 置 具 本 体 ２ ２ に 収
納 す る 。
　 病 変 部 ４ １ の 大 き さ に 応 じ て 第 １ の 空 洞 部 ４ ５ ａ の み で は 分 離 さ せ る こ と が で き な い 場
合 、 図 １ ３ 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 上 述 し た 長 さ 調 整 ス テ ッ プ か ら 切 開 ス テ ッ プ ま で を 再
度 繰 り 返 し て 行 う 。 そ し て 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の 空 洞 部 ４ ５ ａ の 先 端 に さ ら に 第
２ の 空 洞 部 ４ ５ ｂ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ う し て 、 病 変 部 ４ １ が 周 囲 の 粘 膜 ４ ２ か ら 分 離 す る ま で 、 長 さ 調 整 ス テ ッ プ か ら 切 開
ス テ ッ プ ま で の 処 置 を 繰 り 返 し 行 っ て 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 分 離 ス テ ッ プ に て 病 変 部 ４
１ を 管 腔 器 官 か ら 分 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 粘 膜 ４ ２ を 剥 離 す る 際 に 行 う 出 血 、 ま た は 高 周 波 メ ス ２ ５ で の 切 開 時 に 伴 う 出 血
等 が 生 じ た 場 合 に は 、 病 変 部 ４ １ の 粘 膜 下 層 ４ ０ に 伴 う 偶 発 病 を 未 然 に 防 ぐ 止 血 を 行 う 。
　 す な わ ち 、 出 血 を 確 認 し た 場 合 、 出 血 部 分 近 傍 に 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 を 近 づ け 、 バ ル
ー ン ２ ４ を 膨 張 さ せ て 出 血 部 分 を 圧 迫 し て 止 血 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム １ に よ れ ば 、 チ ャ ン ネ ル ２ に 挿 入 し た 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 で あ る 剥
離 バ ル ー ン ６ が チ ャ ン ネ ル ２ の 先 端 側 開 口 部 か ら 突 出 す る 際 に 、 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ を 操 作
し て 、 鉗 子 台 １ １ を 剥 離 バ ル ー ン ６ に 押 し 当 て て 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 ２ ２ ａ の 向 き
を 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 え る こ と が で き る 。 こ の た め 、 た と え 、 管 腔 器 官 の
粘 膜 ４ ２ に 対 し て 内 視 鏡 の 挿 入 部 ３ を 所 定 の 角 度 を 有 す る よ う に 配 置 し て 、 そ の 先 端 か ら
剥 離 バ ル ー ン ６ を 突 出 さ せ る 場 合 で も 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 ２ ２ ａ を 粘 膜 下 層 ４ ０ の
下 側 の 固 有 筋 層 ４ ４ に 平 行 と な る 状 態 で 、 粘 膜 下 層 ４ ０ 内 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 こ の
た め 、 剥 離 バ ル ー ン ６ に 特 別 な 機 構 を 設 け る こ と な く 、 同 剥 離 バ ル ー ン ６ が 粘 膜 下 層 ４ ０
内 に 所 定 深 さ 以 上 挿 入 さ れ る の を 未 然 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 内 視 鏡 ５ に 、 チ ャ ン ネ ル ２ が た だ 一 つ だ け し か
形 成 さ れ て い な い た め 、 そ の 分 、 内 視 鏡 ５ の チ ャ ン ネ ル ２ が 設 け ら れ る 挿 入 部 ３ の 径 を 細
く す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 挿 入 部 ３ の 体 内 へ の 挿 入 性 が 良 好 と な る と と も に 、 挿 入
部 ３ と 管 腔 器 官 の 内 側 の 粘 膜 ４ ２ と 間 隔 を 広 く と る こ と が で き 、 も っ て 内 視 鏡 ５ の ア ン グ
ル 操 作 や 回 転 操 作 等 の 諸 操 作 の 操 作 性 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム １ は 、 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ を 、 鉗 子 台 １ １ と 、 鉗 子 台
１ ２ を 回 転 操 作 す る 鉗 子 台 操 作 部 １ ６ と 、 鉗 子 台 操 作 部 １ ６ と 鉗 子 台 １ ２ と を 接 続 す る 操
作 ワ イ ヤ １ ７ に よ っ て 構 成 し て い る か ら 、 極 め て 簡 単 な 構 成 で 、 鉗 子 台 １ ２ を 、 鉗 子 台 操
作 部 １ ６ の 回 転 動 作 に 対 応 し て 角 度 調 整 で き 、 ひ い て は 、 こ の 鉗 子 台 １ ２ の 回 転 角 度 に 応
じ て 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 の 向 き を 自 由 に 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 付 い て 、 図 １ ７ ～ 図 ２ ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お
、 前 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す
る 。
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム ５ ０ が 第 １ の 実 施 の 形 態 と 異 な る と こ ろ は 、 内 視 鏡
５ ２ の 挿 入 部 の チ ャ ン ネ ル ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ を ２ つ と し 、 そ ら れ の う ち 一 つ の チ ャ ン ネ ル ５
１ ａ に 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ を 備 え る 点 で あ る 。
　 図 １ ７ は 、 内 視 鏡 ５ ２ の 挿 入 部 の 端 面 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 １ ８ は 対 物 レ ン ズ 、
１ ９ は 右 側 ラ イ ト ガ イ ド 、 ２ ０ は 左 側 ラ イ ト ガ イ ド 、 ２ １ は 対 物 レ ン ズ を 洗 浄 す る 洗 浄 液
を 吐 出 さ せ る た め の 洗 浄 液 ノ ズ ル で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 チ ャ ン ネ ル は ２ つ 形 成 さ れ て お り 、 そ れ ら チ ャ ン ネ ル ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ は 、 鉗 子 台 １ ２ に
押 し 当 て ら れ て 剥 離 バ ル ー ン ６ の 向 き の 変 わ る 方 向 へ 位 置 を ず ら し て 形 成 さ れ て い る 。 す
な わ ち 、 図 １ ７ 中 Ａ 、 Ｂ で そ れ ぞ れ 示 す よ う に 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 下 方 向 へ 位 置 を
ず ら し て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 チ ャ ン ネ ル ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ は 、 対 物 レ ン ズ １ ８ を 挟 ん で
そ の 左 右 に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 下 側 の チ ャ ン
ネ ル ５ １ ａ に は 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ が 備 え ら れ 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 側 の チ ャ ン ネ ル ５
１ ｂ に は 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ が 備 え ら れ て い な い 。 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ が 備 え ら れ た 下 側 の チ
ャ ン ネ ル ５ １ ａ に 、 前 述 の 剥 離 バ ル ー ン ６ が 挿 通 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い た 手 技 及 び そ の 作 用 効 果 に つ い て 説
明 す る 。
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム ５ ０ を 用 い た 手 技 で は 、 前 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態
と 同 様 に 、 膨 隆 ス テ ッ プ 、 孔 開 け ス テ ッ プ 、 挿 入 ス テ ッ プ 、 角 度 調 整 ス テ ッ プ 、 剥 離 ス テ
ッ プ 、 切 開 ス テ ッ プ 、 分 離 ス テ ッ プ を 備 え る 。
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム ５ ０ を 用 い た 手 技 に お い て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 手
技 と 異 な る と こ ろ は 、 挿 入 ス テ ッ プ 及 び 切 開 ス テ ッ プ の 際 に 、 上 側 の チ ャ ン ネ ル ５ １ ｂ に
把 持 鉗 子 ５ ３ を 挿 通 し て 病 変 部 ４ １ を 把 持 す る 支 持 ス テ ッ プ を 備 え る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 手 技 で は 、 膨 隆 ス テ ッ プ を 経 て 孔 開 け ス テ ッ プ へ 移 行 す る 。 こ
れ ら の ス テ ッ プ は 、 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た の で 、 こ こ で は 省 略 す る 。
　 次 に 、 支 持 ス テ ッ プ へ 移 行 す る 。 支 持 ス テ ッ プ で は 、 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ に 示 す よ う に 、
内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 側 の チ ャ ン ネ ル ５ １ ｂ に 把 持 鉗 子 ５ ３ を 挿 入 し 、 チ ャ ン ネ ル ５ １
ｂ の 先 端 側 口 部 か ら 突 出 さ せ た 把 持 鉗 子 ５ ３ の 先 端 処 置 具 ５ ３ ａ に よ っ て 、 病 変 部 ４ １ 近
傍 の 粘 膜 ４ ２ 及 び 粘 膜 下 層 ４ ０ を 把 持 し て 支 持 す る 。
　 こ の よ う に 把 持 鉗 子 ５ ３ に よ っ て 病 変 部 ４ １ 近 傍 を 把 持 し て 支 持 し た 状 態 の ま ま 、 図 ２
０ に 示 す 角 度 調 整 ス テ ッ プ へ 移 行 す る 。
　 な お 、 前 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 挿 入 ス テ ッ プ の 後 、 角 度 調 整 ス テ ッ プ へ 移 行 し
た が 、 こ こ で は 、 先 に 角 度 調 整 ス テ ッ プ に 移 行 し 、 そ の 後 挿 入 ス テ ッ プ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 角 度 調 整 ス テ ッ プ で は 、 予 め 、 鉗 子 台 操 作 部 に よ り 操 作 ワ イ ヤ を 介 し て 鉗 子 台 １ ２ を 回
転 さ せ て 起 上 さ せ て お く 。 こ う す る こ と に よ っ て 、 チ ャ ン ネ ル ５ １ ａ の 先 端 か ら 突 出 さ せ
る 剥 離 バ ル ー ン ６ に 鉗 子 台 １ ２ の 先 端 を 当 接 さ せ 、 同 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 が 固 有 筋 層
４ ４ と 略 平 行 と な る よ う に 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 ２ ２ ａ の 粘 膜 下 層 ４ ０ へ の 挿 入 角 度
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を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ の 後 、 挿 入 ス テ ッ プ 、 長 さ 調 整 ス テ ッ プ へ 移 行 す る 。 す な わ ち 、 剥 離 バ ル ー ン ６ を チ
ャ ン ネ ル ５ １ ａ 内 に 推 し 進 め 、 処 置 具 本 体 ２ ２ の 先 端 部 ２ ２ ａ を 孔 ４ ３ に 挿 入 す る 。 そ の
後 、 図 ２ １ に 示 す 長 さ 調 整 ス テ ッ プ へ 移 行 し て 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 ２ ２ ａ を 、 固 有
筋 層 ４ ４ に 略 平 行 に 保 っ た ま ま 、 指 標 部 ２ ６ を 目 安 に し な が ら 、 粘 膜 下 層 ４ ０ 内 に 推 し 進
め て 、 所 定 の 位 置 ま で 挿 入 す る 。
　 な お 、 把 持 鉗 子 ５ ３ に よ っ て 病 変 部 近 傍 の 孔 ４ ３ を 把 持 す る こ と に よ り 、 剥 離 バ ル ー ン
６ の 挿 入 状 態 が 内 視 鏡 の 画 面 上 で 充 分 確 認 で き る 場 合 に は 、 長 さ 調 整 ス テ ッ プ を 挿 入 ス テ
ッ プ か ら 分 け る 必 要 が な く 、 そ れ ら 両 ス テ ッ プ を 同 時 に 行 っ て も 良 い 。 　 　 　 　 　
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 剥 離 ス テ ッ プ 、 そ の 後 切 開 ス テ ッ プ へ と 順 次 移 行 す る 。
　 剥 離 ス テ ッ プ は 、 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た の で 、 こ こ で は 省 略 す る 。
　 切 開 ス テ ッ プ に お い て 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ に よ り 粘 膜 ４ ２ を 切 開 す る 場 合 、 図 ２ ２ に 示
す よ う に 、 一 旦 支 持 ス テ ッ プ へ 移 行 し 、 病 変 部 ４ １ 近 傍 の 粘 膜 ４ ２ 及 び 粘 膜 下 層 ４ ０ を 、
上 側 の チ ャ ン ネ ル ５ １ ｂ の 先 端 か ら 突 出 さ せ た 把 持 鉗 子 ５ ３ に よ っ て 把 持 し て 支 持 す る 。
こ の 状 態 で 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ を 処 置 具 本 体 の 先 端 部 ２ ２ ａ か ら 突 出 さ せ 、 第 １ の 空 洞 部
４ ５ ａ に 挿 入 し 、 こ の 状 態 で 高 周 波 電 源 か ら 高 周 波 を 供 給 し な が ら 、 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ を
孔 ４ ３ か ら 病 変 部 ４ １ の 周 囲 に 沿 っ て 移 動 さ せ 、 孔 ４ ３ の 週 の 粘 膜 を 切 開 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 前 述 し た 角 度 調 整 ス テ ッ プ 、 挿 入 ス テ ッ プ 、 長 さ 調 整 ス テ ッ プ 、 剥 離 ス テ ッ プ 及
び 切 開 ス テ ッ プ の 各 ス テ ッ プ は 、 支 持 ス テ ッ プ と 同 時 並 行 し て 行 っ て も 良 い 。 す な わ ち 、
チ ャ ン ネ ル ５ １ ｂ の 先 端 開 口 部 か ら 突 出 さ せ た 把 持 鉗 子 ５ ３ の 先 端 処 置 具 ５ ３ ａ に よ っ て
、 病 変 部 ４ １ 近 傍 の 粘 膜 ４ ２ 及 び 粘 膜 下 層 ４ ０ を 把 持 し た 状 態 の ま ま 、 角 度 調 整 ス テ ッ プ
か ら 切 開 ス テ ッ プ ま で を 行 っ て も 良 い 。
　 勿 論 、 一 旦 支 持 ス テ ッ プ を 停 止 し 、 こ の 状 態 で 、 こ れ ら 各 ス テ ッ プ へ そ れ ぞ れ 移 行 し て
も 良 い が 、 そ の と き で も 、 挿 入 ス テ ッ プ と 切 開 ス テ ッ プ へ 移 行 す る 際 に は 、 事 前 に 支 持 ス
テ ッ プ へ 移 行 し 、 把 持 鉗 子 ５ ３ の 先 端 処 置 具 ５ ３ ａ に よ る 病 変 部 ４ １ 近 傍 の 粘 膜 ４ ２ 及 び
粘 膜 下 層 ４ ０ の 把 持 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ は 、 挿 入 ス テ ッ プ の 際 に 処 置 具 本 体 ２ ２ の 先 端 部 ２ ２ ａ を 粘 膜 下 層 ４ ０ に 挿 入 さ せ
る と き 、 ま た 、 切 開 ス テ ッ プ の 際 に 高 周 波 ナ イ フ ２ ８ に 高 周 波 を 供 給 し な が ら 孔 ４ ３ か ら
病 変 部 ４ １ の 周 囲 に 沿 っ て 移 動 さ せ る と き 、 そ れ ら 処 置 具 本 体 ２ ２ の 先 端 部 ２ ２ ａ や 高 周
波 ナ イ フ ２ ８ に 押 さ れ て 、 病 変 部 ４ １ 近 傍 の 粘 膜 ４ ２ あ る い は 粘 膜 下 層 ４ ０ が 逃 げ る （ 移
動 す る ） 現 象 が 生 じ る お そ れ が あ る が 、 把 持 鉗 子 ５ ３ の 先 端 処 置 具 ５ ３ ａ に よ る 病 変 部 ４
１ 近 傍 の 粘 膜 ４ ２ 及 び 粘 膜 下 層 ４ ０ の 把 持 し て お け ば 、 そ れ ら の 逃 げ る 現 象 を 未 然 に 回 避
で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ の 後 、 必 要 に 応 じ て 、 さ ら に 第 １ の 実 施 の 形 態 の 場 合 と 同 様 、 挿 入 ス テ ッ プ 、 長 さ 調
整 ス テ ッ プ 、 剥 離 ス テ ッ プ 、 切 開 ス テ ッ プ ま で の 処 置 を 順 次 繰 り 返 し て 、 隣 接 す る 図 示 し
な い 空 洞 部 を 次 々 に 形 成 し 、 最 後 の 分 離 ス テ ッ プ に て 病 変 部 を 管 腔 器 官 か ら 分 離 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 内 視 鏡 シ ス テ ム に よ れ ば 、 内 視 鏡 に ２ チ ャ ン ネ ル ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ を 形 成 し 、 そ の う
ち 一 方 の チ ャ ン ネ ル ５ １ ａ に 鉗 子 起 上 手 段 を 備 え て い る か ら 、 剥 離 バ ル ー ン ６ と 把 持 鉗 子
５ ３ と を 同 時 に 使 用 す る こ と が で き 、 挿 入 ス テ ッ プ の 際 や 切 開 ス テ ッ プ の 際 に 、 把 持 鉗 子
５ ３ に よ っ て 病 変 部 近 傍 の 粘 膜 ４ ２ や 粘 膜 下 層 ４ ０ を 把 持 し て 支 持 す る こ と が で き 、 も っ
て 、 剥 離 バ ル ー ン ６ に よ る 粘 膜 剥 離 処 置 が 円 滑 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 こ こ で 示 す 、 内 視 鏡 ５ ２ で は チ ャ ン ネ ル ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ の 高 さ 位 置 に 違 え て い る
が 、 こ れ は 、 図 ２ ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 側 の チ ャ ン ネ ル ５ １ ｂ か ら 突 出 す る 把 持 鉗 子
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５ ３ に よ る 把 持 位 置 と 、 下 側 の チ ャ ン ネ ル ５ １ ａ か ら 突 出 す る 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 位 置
と の 高 さ を 一 致 さ せ る た め で あ る 。 こ の よ う に 、 把 持 鉗 子 ５ ３ に よ る 把 持 位 置 と 剥 離 バ ル
ー ン の 先 端 部 位 置 と の 高 さ を 一 致 さ せ 得 る の は 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 を 内 視 鏡 ５ ３ の チ
ャ ン ネ ル ５ １ ａ か ら 突 出 さ せ る 際 に 、 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ に よ っ て 同 剥 離 バ ル ー ン の 先 端 部
を 屈 曲 さ せ て い る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ち な み に 、 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ が 備 え ら れ た チ ャ ン ネ ル と 、 鉗 子 起 上 手 段 が 備 え ら れ て い
な い チ ャ ン ネ ル と を 内 視 鏡 に お い て 同 一 高 さ 位 置 に 設 け る 場 合 、 図 ２ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う
に 、 そ れ ら チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す る 処 置 具 ６ 、 ５ ３ で の 処 置 位 置 が ず れ て し ま い 、 管 腔 器
官 の 内 面 に お け る 同 一 個 所 に 、 複 数 の 処 理 具 に よ る 処 置 が 行 え な い 場 合 が 生 じ て し ま う 。
　 ま た 、 チ ャ ン ネ ル を 複 数 備 え 、 そ れ ら チ ャ ン ネ ル ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ の う ち の 少 な く と も 一
つ ５ １ ａ に 、 チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 に 配 置 さ れ た 鉗 子 台 １ ２ を 剥 離 バ ル ー ン ６ に 押 し
当 て る こ と に よ っ て 、 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 ２ ２ ａ の 向 き を 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方
向 へ 変 え る 鉗 子 起 上 手 段 を 備 え て い る か ら 、 両 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す る 処 置 具 同 士 が 干 渉
し な い 利 点 が あ る 。 こ れ と 異 な り 、 鉗 子 台 を 剥 離 バ ル ー ン に 押 し 当 て る こ と に よ っ て 、 剥
離 バ ル ー ン ６ の 先 端 部 の 向 き を 、 例 え ば 内 視 鏡 の 半 径 方 向 に 沿 っ て 変 え る 場 合 に は 、 向 き
を 変 え ら れ た 剥 離 バ ル ー ン ６ の 先 端 延 長 上 に 他 の チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す る 処 置 具 が 位 置 す
る こ と と な り 、 両 処 置 具 が 干 渉 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 ２ ４ 、 図 ２ ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お
、 前 述 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す
る 。
　 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 内 視 鏡 シ ス テ ム ６ ０ が 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 異 な る と こ ろ は 、 内 視 鏡
２ つ 設 け た チ ャ ン ネ ル ６ １ ａ 、 ６ １ ｂ い ず れ も 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ を 備 え た 点 で あ る 。
　 図 ２ ４ は 、 内 視 鏡 ６ ２ の 挿 入 部 の 端 面 図 で あ る 。 こ の 図 に お い て 、 １ ８ は 対 物 レ ン ズ 、
１ ９ は 右 側 ラ イ ト ガ イ ド 、 ２ ０ は 左 側 ラ イ ト ガ イ ド 、 ２ １ は 対 物 レ ン ズ を 洗 浄 す る 洗 浄 液
を 吐 出 さ せ る た め の 洗 浄 液 ノ ズ ル で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 内 視 鏡 ６ ２ に お い て 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 下 部 側 に は ２ つ の チ ャ ン ネ ル ６ １ ａ 、 ６ １ ｂ
が 、 対 物 レ ン ズ １ ８ の 左 右 に 位 置 す る よ う に か つ 略 同 じ 高 さ 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 チ ャ
ン ネ ル ６ １ ａ 、 ６ １ ｂ に は 、 そ れ ら チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す る 剥 離 バ ル ー ン ６ 又 は 把 持 鉗 子
５ ３ 等 の 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 え る 鉗 子 起 上 手 段 １
５ が 備 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に よ る 手 技 は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 手 技 と 同 様 な の で 、 省 略
す る 。
　 こ の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に よ る 内 視 鏡 シ ス テ ム ６ ０ に よ れ ば 、 内 視 鏡 ６ ２ に ２ つ の チ ャ ン
ネ ル ６ １ ａ 、 ６ １ ｂ を 形 成 し 、 そ れ ぞ れ の チ ャ ン ネ ル に は 、 そ れ ら チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す
る 剥 離 バ ル ー ン ６ 又 は 把 持 鉗 子 ５ ３ 等 の 処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の
上 方 向 へ 変 え る 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ を 備 え て い る の で 、 そ れ ら 処 置 具 に よ る 処 置 位 置 を 互 い
に 同 一 個 所 と し た り 、 逆 に 高 さ を 違 え た り す る こ と が で き 、 そ れ ら 処 置 具 に よ る 処 置 の 適
用 範 囲 を 広 げ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 チ ャ ン ネ ル ６ １ ａ 、 ６ １ ｂ を 複 数 備 え 、 そ れ ら チ ャ ン ネ ル ６ １ ａ 、 ６ １ ｂ に 、 チ
ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 に 配 置 さ れ た 鉗 子 台 １ ２ を 処 置 具 に 押 し 当 て る こ と に よ っ て 、 処
置 具 の 先 端 部 の 向 き を 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 え る 鉗 子 起 上 手 段 １ ５ を 備 え て い
る か ら 、 両 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 す る 処 置 具 同 士 が 干 渉 し な い 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 　 ま た 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨
を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
　 　 例 え ば 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 で は 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 例 と し て 、 高 周 波 メ ス を 備
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え る 剥 離 バ ル ー ン ６ を 挙 げ て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ る こ と な く 、 高 周 波 メ ス
を 備 え な い 単 な る 剥 離 バ ル ー ン あ る い は 高 周 波 メ ス 単 体 の も の を 、 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 と
し て 利 用 し て も 良 い 。
　 ま た 、 内 視 鏡 に 設 け る チ ャ ン ネ ル は 、 勿 論 、 ３ 個 以 上 で あ っ て も よ く 、 要 は 、 そ れ ら チ
ャ ン ネ ル の 内 、 少 な く と も 一 つ に 、 チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 か ら 突 出 す る 粘 膜 下 層 剥 離
処 置 具 の 先 端 部 の 向 き を 、 内 視 鏡 画 面 上 で 視 野 の 上 方 向 へ 変 え る 鉗 子 起 上 手 段 が 備 え ら れ
て い れ ば 足 り る 。
　 ま た 、 鉗 子 起 上 手 段 と し て は 、 鉗 子 台 、 鉗 子 台 操 作 部 、 操 作 ワ イ ヤ か ら な る も の に 限 ら
れ る こ と な く 、 例 え ば 、 鉗 子 台 を モ ー タ 等 の 駆 動 力 で 回 転 操 作 す る よ う な も の で あ っ て も
よ い 。
　 ま た 、 内 視 鏡 シ ス テ ム １ に よ る 手 技 は 上 述 し た も の に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 一 部 の
み 実 施 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 付 記 項 １ ）
　 　 消 化 管 の 病 変 部 を 内 視 鏡 的 に 切 除 す る た め に 、 粘 膜 下 層 内 に 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先
端 部 が 挿 入 さ れ て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 　 膨 隆 し た 粘 膜 下 層 に 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 か ら 突 出 す る 粘 膜 下 層 剥 離
処 置 具 の 先 端 部 を 挿 入 す る 挿 入 ス テ ッ プ と 、 前 記 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 に 設
け た 鉗 子 台 を 押 し 当 て る こ と に よ っ て 、 前 記 チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 か ら 突 出 す る 前 記
粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 の 前 記 粘 膜 下 層 へ の 挿 入 角 度 を 調 整 す る 角 度 調 整 ス テ ッ プ と
、 前 記 粘 膜 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 位 置 を 前 記 粘 膜 下 層 の 剥 離 位 置 に 合 わ せ る 長 さ 調 整 ス テ ッ
プ と 、 前 記 粘 膜 剥 離 処 置 具 に よ っ て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る 剥 離 ス テ ッ プ と を 備 え る こ と を 特
徴 と す る 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め の 方 法 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 付 記 項 ２ ）
　 　 消 化 管 の 病 変 部 を 内 視 鏡 的 に 切 除 す る た め に 、 粘 膜 下 層 内 に 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先
端 部 が 挿 入 さ れ て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 　 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 か ら 突 出 す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 に 、 前
記 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 に 設 け た 鉗 子 台 を 押 し 当 て る こ と に よ っ て 、 前 記 粘
膜 下 層 剥 離 処 置 具 の 、 膨 隆 し た 粘 膜 下 層 へ の 挿 入 角 度 を 調 整 す る 角 度 調 整 ス テ ッ プ と 、 膨
隆 し た 粘 膜 下 層 に 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル の 先 端 側 開 口 部 か ら 突 出 す る 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具
の 先 端 部 を 挿 入 す る 挿 入 ス テ ッ プ と 、 前 記 粘 膜 剥 離 処 置 具 の 先 端 部 位 置 を 前 記 粘 膜 下 層 の
剥 離 位 置 に 合 わ せ る 長 さ 調 整 ス テ ッ プ と 、 前 記 粘 膜 剥 離 処 置 具 に よ っ て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す
る 剥 離 ス テ ッ プ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め の 方 法 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 付 記 項 ３ ）
　 　 前 記 粘 膜 剥 離 処 置 具 が 挿 入 さ れ る チ ャ ン ネ ル と は 異 な る チ ャ ン ネ ル に 挿 入 し た 把 持 鉗
子 に よ り 、 病 変 部 の 近 傍 の 粘 膜 下 層 ま た は 粘 膜 を 把 持 す る 支 持 ス テ ッ プ を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と す る 付 記 １ 又 は ２ 記 載 の 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め の 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 を 示 す 一 部
断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 挿 入 部 先 端 の 端 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 剥 離 バ ル ー ン の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め
の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め
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の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め
の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め
の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た め
の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 先 端 の 端 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム を 用 い て 粘 膜 下 層 を 剥 離 す る た
め の 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 内 視 鏡 先 端 の 端 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 シ ス テ ム の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 １ 、 ５ ０ 、 ６ ０ … 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 シ ス テ ム 、 ２ 、 ５ １ ａ 、 ５ １ ｂ 、 ６ １ ａ 、 ６ １ ｂ …
チ ャ ン ネ ル 、 ３ … 挿 入 部 、 ６ … 剥 離 バ ル ー ン （ 粘 膜 下 層 剥 離 処 置 具 ） 、 １ ２ … 鉗 子 台 、 １
５ … 鉗 子 起 上 手 段 、 １ ６ … 鉗 子 台 操 作 部 、 １ ７ … 操 作 ワ イ ヤ 、 ２ ２ ａ … 先 端 部 、 ２ ５ … 高
周 波 メ ス 、 ２ ４ … バ ル ー ン 、 ２ ８ … 高 周 波 ナ イ フ 、 ４ ０ … 粘 膜 下 層 、 ４ １ … 病 変 部 、 ４ ３
… 孔 、 ５ ３ … 把 持 鉗 子 、
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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摘要(译)

解决的问题：通过简单的方法以预定角度将粘膜下层剥离治疗工具接触
或插入到病变部位，而不受操作者技能的影响。 内窥镜（5）具有插入
到腔内器官的插入部（3），形成在该插入部内的通道（2），以及插入
腔内器官的粘膜下层的尖端。 用于切除病变部位的粘膜下层剥离治疗工
具。 在该内窥镜中，以使从通道的前端侧开口部突出的粘膜下剥离处理
工具的前端部朝向的方式，将配置在通道的前端侧开口部处的钳子台12
按压在粘膜下剥离处理工具上。 设置有钳子升高装置15，用于将以上内
容改变为内窥镜屏幕上的视野的向上方向。 [选型图]图1
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